
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編

『二
〇
世
紀

の
戦
争
』
を
出
版
し
て

白

川

耕

一

二
〇

一
〇
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
二
〇
世
紀
の
戦
争
1
そ
の
世
界
史
的
位
相
」
の
報
告
集
で
あ
る
、
『二
〇
世
紀
の
戦
争

-
歴
史
的
位
相
』
が
二
〇

一
二
年
七
月
に
有
志
舎
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
本
書
を
読
み
直
す
と
、
本
書
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
見
た
第

一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
軍
民
間
の
境
界
の
動
揺
、
平
時
に
お
け
る
軍
備
構
想
、
音
楽
家
に
よ
る
平
和
運

動
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
戦
時
期
に
限
ら
ず
、
平
和
な
時
代
に
お
い
て
さ
え
も
、
戦
争
の
影
響
や
そ
の
影
に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
二
〇
世
紀
を
問

う

の
に
ふ
さ
わ
し
い
論
文
集
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
執
筆
者
の
方
々
に
は
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
が

一
冊
で
も
多
く
売
れ
、

本
書
を
世
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
有
志
舎
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
と
願

っ
て
い
る
。

本
書
の
序
文
を
執
筆
し
た
り
、
編
集
し
た
り
す
る
作
業
に
触
発
さ
れ
、
ド
イ
ツ
現
代
史
を
専
門
と
す
る
筆
者
は
、
二
〇

=

年
度
に
、
「第

二
次
世
界
大
戦
と
ド
イ
ツ
社
会
」
と
題
し
た
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。
私
の
説
明
が
図
式
的
す
ぎ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
期
末

の
筆
記

試
験
の
答
案
を
見
る
と
、
「迫
害
」
、
「殺
害
」、
「搾
取
」
な
ど
の
言
葉
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
、
い
か
に
も
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ッ
史
ら
し
い

(?
)
紋

切
型

の
解
答
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇

一
二
年
度
前
期
に
独
ソ
戦
を
論
じ
る
際
に
は
、
戦
争
犯
罪
が
発
生
す
る
過
程
を
丁
寧
に
た
ど

り
、
ド
イ
ツ
側
だ
け
で
な
く
、
被
占
領
者
の
動
向
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
に
し
た
。

講
義
の
構
想
を
練
る
際
の
手
が
か
り
と
な

っ
た
の
は
、
東
欧
史
家
テ
ィ
モ
シ
ー

・
ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
る

『流
血
の
大
地
i

ヒ
ト
ラ
ー
と

ス
タ
ー
リ
ン
と
の
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
で
あ
る
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部
か
ら
白
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ま
で
を
含
み
、
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メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学

八
号

二
〇

一
二
年

一
二
月

一
八
二

北
は
バ
ル
ト
諸
国
か
ら
南
は
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
至
る
空
間
を

「流
血
の
大
地
」
と
見
な
す
。
こ
の

「流
血
の
大
地
」
と
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る

侵
略
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
策
と
が
出
会
う
場
で
あ
り
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の

一
連
の
政
治
的
な
殺
害

(ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
飢
餓

(
一
九
三
二
～
三
三
年
)
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
大
粛
清

(
一
九
三
七
～
三
八
年
)、
ド
イ
ツ
、
ソ
連
両
国
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領

(
一
九
三
九
～
四

一
年
)、
ド
イ
ツ
占
領
下
で
の
搾
取

(
一
九
四

一
～
四
四
年
)、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
、
ド
イ
ツ
系
住
民
の
追
放

(
一
九
四
四
～
四
五

年
)
)
に
よ
っ
て
一
四
〇
〇
万
人
が
命
を
失

っ
た
と
い
う
。
一
四
〇
〇
万
人
の
犠
牲
者
を
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
政
策
と
の
相
互
関

係
で
描
こ
う
と
す
る
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
大
量
殺
害
が
し
ば
し
ば

一
国
史
的
に
語
ら
れ
が
ち
な
の
に
対
し
、
開
か
れ
た
空
間
の
中
で
、
殺
繊
の

連
関
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
。
彼
の
言
葉
で
言
え
ば
、
「殺
害
の
要
因
は
国
境
の
外
か
ら
や
っ
て
来
て
、
殺
害
の
影
響

は
国
境
を
越
え
て
す
す

ん
で
い
く
」
の
だ
っ
た
。

そ
の
例
の

一
つ
は
、
独
ソ
開
戦
直
後
に
多
発
し
た
、
現
地
住
民
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
事
件
で
あ
る
。
現
地
人
の
反
ユ
ダ
ヤ
人
暴
動
が
発

生
し
た
の
は
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
秘
密
議
定
書
に
基
づ
い
て
ソ
連
軍
が
占
領
し
、
社
会
構
造
の
大
転
換
が
生
じ
て
い
た
場
所
で
あ
る
と
ス

ナ
イ
ダ
ー
は
指
摘
し
て
い
る

(
一
九
六
頁
)。
例
え
ば
、

一
九
四
〇
年
六
月
に
ソ
連
に
併
合
さ
れ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
で
あ
る
。
独
ソ
戦
が
始
ま

つ

た
後
、
一
九
四

一
年
六
月
二
四
日
午
後
、
首
都
カ
ウ
ナ
ス
で
は
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
暴
動
が
発
生
し
、
三
日
間
で
三
五
〇
〇
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
殺
害

さ
れ
た
。
殺
害
現
場
に
は
、
多
く
の
リ
ト
ア
ニ
ア
人
観
衆
が
集
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
殴
打
さ
れ
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が
り
、
殺
害
の
合
間
に
リ

ト
ア
ニ
ア
国
歌
を
演
奏
す
る
者
も
い
た
と
い
う
。
ソ
連
に
よ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
併
合
の
責
任
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
、
リ
ト
ア
ニ
ア

国
家
再
建
と
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
は
結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
。
実
証
研
究
に
基
づ
い
た
歴
史
叙
述
と
い
う
点
で
は
、
『流
血

の
大
地
』
は
成
功
し
て

い
な
い
痂
、
二
〇
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
新
し
い
枠
組
み
を
与
・柔

東
欧
史
を
見
直
す
契
機
と
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

東
西
間
の
冷
戦
終
了
後
の

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
西
側
の
研
究
者
が
東

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
文
書
館
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
占
領
史
研
究
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
。
分
析
視
角
も
、
「支
配
者
-
被
支
配
者

」
と

い
う
単
純
な
図
式

で
は
な
く
、
戦
争
に
関
わ

っ
た
個
々
の
ア
ク
タ
ー
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
軍
、
警
察
、
兵
士
、
犠
牲
者
、
男
女
間

の
経
験
の
違
い
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
独
ソ
開
戦
に
先
立
ち
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
来
る
べ
き
戦
争
が

「異
な
る
世
界
観
を
持

つ
国
家
の
間
の
世
界



観
戦
争
」
に
な
り
、容
赦
の
な
い
「絶
滅
戦
争
」
に
な
る
と
予
言
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、ド
イ
ツ
人
研
究
者
ク
リ
ス
チ
ャ

ン

・
ゲ
ル
ラ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
独
ソ
開
戦
直
後
の
短

い
期
間
だ

っ
た
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
軍
は
パ
ル
テ
ィ
ザ
ン
活
動
に
対
し
て
必
ず
し
も
周

辺
住

民
の
皆
殺
し
と
い
う
よ
う
な
過
酷
な
報
復
措
置
を
採
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
に
入
る
と
ド
イ
ツ
側
の
抑
圧
は
格
段
に

強
化
さ
れ
た
と
は
い
え
、
独
ソ
戦
が

「絶
滅
戦
争
」
に
至
る
過
程
の
分
析
も
必
要
と
な
ろ
う
。

戦
争
や
占
領
の
場
を
考
え
る
な
ら
ば
、
被
支
配
者
の
姿
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
四

一
年
秋
か
ら

一
九
四
三
年
末
ま
で

ド
イ

ツ
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
歴
史
家
カ
レ
ル

・
C

・
ベ
ル
ク
ホ
ー
フ
が
社
会
史
的
視
点
か
ら
研

究
を
発
表
し
て
い
歓
。
彼
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
だ
け
で
な
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ド
イ
ツ
人
も
い
る
占
領
の
現
場
を
明
ら
か
に
し

た
か

っ
た
と
述
べ
る
。
ベ
ル
ク
ホ
ー
フ
の
叙
述
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
の
間
の
民
族
対
立
が
強
い
印
象
を
残
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
西
部
ヴ
ォ
ル
ィ
ー
二
地
方
に
は
二
五
万
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
い
た
が
、

一
九
四
三
年
春
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
を
意
図
し
、
そ
の
結
果
、

一
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

が
殺
害
さ
れ
た

(二
八
六
頁
)。

第

二
次
世
界
大
戦
後

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
「
ナ
チ
ス
に
抵
抗
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
」
と
い
う
公
式
の
歴
史
像

の
下
、
ナ
チ
占
領
統
治
下

に
住

ん
で
い
た
こ
と
自
体
が

「裏
切
り
」
行
為
と
み
な
さ
れ
、
占
領
時
代
に
関
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
証
言
も
正
当
に
理
解
さ
れ
な
か

っ
た

(三
〇
六
頁
)。
ベ
ル
ク
ホ
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
殺
害
の
現
場
と
な
っ
た
村
落
に
お
い
て
、
よ
う
や
く

二
〇
〇
〇
年
に
な

っ

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
の
和
解
が
始
ま
っ
た

(二
九
九
～
三
〇
〇
頁
)。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
独
ソ
戦
の
実
態
が
私
た
ち
の
視
野
に
入
っ
て
き
た
の
は
ほ
ん
の
三
〇
年
ほ
ど
の
間
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
は
、
単
に
史
料
ア
ク
セ
ス
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
新
し
い
問
題
設
定
や
、
独
ソ
間
に
埋
没
し
、
忘
れ
去
ら
れ
た
人
々
や
複
雑
な
諸
関

係
に
対
す
る
関
心
が
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
方
法
論
を
再
点
検
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
二
〇
世
紀
の
戦
争

の
歴
史
に
向
き
合

う

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編

『
二
〇
世
紀

の
戦
争
』
を

出
版
し
て

(白
川
)

一
八
三
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